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日本で唯一学校内に博物館、海外ホームステイ研修、

糸高志学によるゼミ制探究型授業、JR糸島高校前駅、

英検全員受験、看護医療クラス設置、新制服、 DXハイスクール、

糸高同窓会の支援、県下最大級のネットワーク環境の整備、

古い校舎に豊富なICT機器、野球専用グラウンド、糸高体操、

一人一台Chromebook、糸高チャンネルによる校内ストリーミング配信、雷山登山、糸島山笠、

文科省創造的教育方法実践プログラム指定校、韓国高校との共同研究、

日本青年会議所との協力、海外修学旅行、福岡マラソンボランティア、

みずほPayPayドーム（福岡SB本拠地）の体育祭



➢ はじめに ～カリキュラム～

情報 総合的な探究の時間

１年 情報Ⅰ（全・２単位） 糸高志学（全・１単位）

２年 糸高志学（全・１単位）

３年 情報活用（全・１単位） 糸高志学（全・１単位）

データサイエンス・数理分析・AI STEAM教育

・１学年３６０人定員（４０人×９クラス）
・偏差値は中盤よりやや下（４７程度）
・総合型選抜や推薦入試で大学に合格する生徒が多い



➢ 計画・準備 ～【情報編】高等学校学習指導要領 情報Ⅱ抜粋～

（３）情報とデータサイエンス

多様かつ大量のデータを活用することの有用性に着目し，データサイエンスの手法によりデータを分析し，その結果を読み取

り解釈する活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）多様かつ大量のデータの存在やデータ活用の有用性，データサイエンスが社会に果たす役割について理解し，目的に応

じた適切なデータの収集や整理，整形について理解し技能を身に付けること。（データサイエンスによる人の生活の変化につ

いても扱うものとする）

（イ）データに基づく現象のモデル化やデータの処理を行い解釈・表現する方法について理解し技能を身に付けること。

（ウ）データ処理の結果を基にモデルを評価することの意義とその方法について理解し技能を身に付けること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

（ア）目的に応じて，適切なデータを収集し，整理し，整形すること。

（イ）将来の現象を予測したり，複数の現象間の関連を明らかにしたりするために，適切なモデル化や処理，解釈・表現を行う

こと。（現実のデータの活用に配慮するものとする）

（ウ）モデルやデータ処理の結果を評価し，モデル化や処理，解釈・表現の方法を改善すること。



情報の科学的な見方・考え方を働かせて，問題を明確にし，分析方針を立て，社会の様々な

データ，情報システムや情報通信ネットワークに接続された情報機器により生成されている

データについて，整理，整形，分析などを行う。また，その結果を考察する学習活動を通して，

社会や身近な生活の中でデータサイエンスに関する多様な知識や技術を用いて，人工知能に

よる画像認識，翻訳など，機械学習を活用した様々な製品やサービスが開発されたり，新たな

知見が生み出されたりしていることを理解するようにする。

更に，不確実な事象を予測するなどの問題発見・解決行うために，データの収集，整理，整形，

モデル化，可視化，分析，評価，実行，効果検証などの各過程における方法を理解し，必要な

技能を身に付け，データに基づいて科学的に考えることにより問題解決に取り組む力を養うこ

とをねらいとしている。

➢ 計画・準備 ～【情報編】高等学校学習指導要領 情報Ⅱ抜粋～



（５）情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究

「情報Ⅰ」及び「情報Ⅱ」で身に付けた資質・能力を総合的に活用し，情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する活動を

通して，新たな価値の創造を目指し，情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する資質・能力を高めることができるよう指導

する。

内容の（5）については，この科目のまとめとして位置付け，生徒の興味・関心や学校の実態に応じて，コンピュータや情報シス

テムの基本的な仕組みと活用，コミュニケーションのための情報技術の活用，データを活用するための情報技術の活用，情報

社会と情報技術の中から一つ又は複数の項目に関わる課題を設定して問題の発見・解決に取り組ませるものとする。なお，学

習上の必要があり，かつ効果的と認められる場合は，指導の時期を分割することもできるものとする。

➢ 計画・準備 ～【情報編】高等学校学習指導要領 情報Ⅱ抜粋～



教科の目標に沿って，地域や学校の実態及び生徒の状況に応じて情報と情報技術を活用して

問題発見・解決の探究を通して，情報の科学的な見方・考え方を働かせて，情報と情報技術を

適切かつ効果的に活用するための知識及び技能の深化・総合化，思考力，判断力，表現力等

の向上を図ることをねらいとしている。

また，このような活動を通して情報社会における問題の発見・解決に情報と情報技術を適切か

つ効果的に活用しようとする態度，新たな価値を創造しようとする態度，情報社会に参画しそ

の発展に寄与しようとする態度を養うことが考えられる。

➢ 計画・準備 ～【情報編】高等学校学習指導要領 情報Ⅱ抜粋～



➢ 計画・準備 ～実習の目的～

① 【思考・判断・表現】 「情報Ⅰ」で学習した科学的な見方・考え方を活用し，自身の健康データについ

て，整理，整形，分析などを行う。

② 【知識・技能】専門家による講演会や，結果を分析する健康アプリの活用を通して，データに基づく

研究や，さまざまな製品・サービスの開発，新たな知見の創出が行われていることを理解する。

③ 【思考・判断・表現】さらに，問題の発見・解決に取り組むために，データの収集，整理，整形，モデ

ル化，可視化，分析，評価，実行，効果検証といった各過程における方法を理解し，必要な技能を

身に付ける。そして，データに基づいて科学的に考察することで，問題解決に取り組む力を養う。



➢ 計画・準備 ～mHealth対応ウェアラブル端末検討～



➢ 計画・準備 ～mHealth対応ウェアラブル端末検討～

Apple Watch(Apple) Galaxy Watch(Samsung)

Smart Band(Xiaomi) Venu&fenix(GARMIN)

Oura Ring(Oura) SOXAI Ring(SOXAI)

Fitbit(Fitbit)

各メーカーホームページより引用



➢ 計画・準備 ～mHealth対応ウェアラブル端末検討～

Apple Watch Smart Band Oura Ring

通信・通知 ◎ 〇 ×

対応OS iOS iOS&Android iOS&Android

心拍数・心電図 〇 〇 〇
心血管年齢
心肺機能

血中酸素(SpO2) 〇 〇 〇

睡眠記録 〇
睡眠スコア

睡眠時無呼吸通知

〇
睡眠スコア

〇
睡眠スコア

皮膚温 〇
女性の健康

〇
女性の健康

〇
女性の健康

ストレス 〇
StressWatch

〇 〇
レジリエンス

ワークアウト
（アクティビティ）

〇
多種メニュー

〇
多種メニュー

〇

服薬通知 〇

マインドフルネス 〇



➢ 計画・準備 ～mHealth対応ウェアラブル端末検討～

Apple Watch(Apple) Galaxy Watch(Samsung)

Smart Band(Xiaomi) Venu&fenix(GARMIN)

Oura Ring(Oura) SOXAI Ring(SOXAI)

Fitbit(Fitbit)

約6～10万円

約0.3～2万円

約3.5～7.5万円



➢ 計画・準備 ～mHealth対応ウェアラブル端末検討～

Xiaomi Smart band 8 Active 価格：3000円程度

（心拍センサー，消費カロリー，睡眠，歩数計機能，血中酸素ウェルネス）

約１６０台(40人×４クラス×３ローテ)

Xiaomiホームページより引用



➢ 計画・準備 ～同意書とアプリによるデータ管理～

・保護者向けの実習同意書配付

DXハイスクール事業の趣旨

実習の流れ

ウェアラブル端末の着用

スマートフォンへのアプリインストール

不参加者への代替措置

データの取り扱い



➢ 計画・準備 ～同意書とアプリによるデータ管理～

・保護者向けの実習同意書配付

使用端末およびアプリの紹介

参加意思の確認

端末破損時の弁済対応

【貸出状況（160台中）】
・紛失・・・１件
・本体破損・・・１件
・ベルト破損・・・２件
・箱紛失・・・１件
・充電ケーブル紛失・・・５件
・説明書紛失・・・２件
本体→3,000円
ベルト→1,000円（汎用品）
充電ケーブル→700円（汎用品）

17.4%

75.3%

7.3%

不同意 参加者 不参加者

参加

不同意

不参加



➢ 実習 ～専門家による講演会～
R5年度
本校一部生徒
参加

個人レポート
返却

R6年度
3年生全生徒に
オンライン講演会

睡眠に関する基礎知識や理想的な睡眠について
本校参加生徒の分析結果

東京大学大学院医学系研究科システ
ムズ薬理学教室
JST ERATO 上田生体時間プロジェクト

岸 哲史先生

資料 「子ども睡眠健診」プロジェクトについて

睡眠健診の実現にむけて：子ども睡眠健診プロジェクトの現状
(2024年18巻2号 p.21-26,日本睡眠環境学会)



➢ 実習 ～ウェアラブル端末装着・データの取得～

データを同期

１～２週間装着

【ルールの設定】
・実習は約２週間で睡眠データの収集を目的とします。
・アプリ通知はオンにしないでください

・今回は睡眠データの収集なので夜寝る際に装着して寝れ
れば、他の時間帯は着けなくても大丈夫です。

・学校にいる間はスマホの電源はオフです。学校終わりに
スマホの電源を入れてアプリを起動するとデータが転送さ
れます
・体育の時間や考査（模試）時は外してください。
・ルールを守れなかった場合は実習を中止してもらいます。



➢ 実習 ～レポート作成・評価～

アプリからメール経由で
CSVファイルが送信

画面を見ながら
データを手入力

サイトからメール経由で
CSVファイルが送信

①グラフ作成および数値処理課題（５０点）【実習参加】

・棒グラフ

・折れ線グラフ

・円グラフ

・睡眠不足度の計算

・各睡眠指標

②記述による考察レポート課題（１００点）

・自身の睡眠考察

・睡眠改善策



➢ 実習 ～レポート作成・評価～

クロノタイプ
日周指向性（Diurnal preference）や
概日リズム型（Circadian typology））とも呼ばれる。
個人が生まれつき持っている体内時計の特徴を
反映したもの。

ミュンヘンクロノタイプ質問紙
（Munich ChronoType Questionnaire: MCTQ）
個人のクロノタイプを評価する質問紙
2003年にルートヴィヒ・マクシミリアン大学
ミュンヘンのティル・ロネンバーグ教授が提案

国立精神・神経医療研究センター
精神保健研究所睡眠・覚醒障害研究部
ミュンヘンクロノタイプ質問紙（MTMQ.jp）
ホームページより引用（https://mctq.jp/）



➢ 実習 ～レポート作成・評価～

睡眠不足度

全平均と平日と週末の睡眠平均時間差分の総和



➢ 実習 ～レポート作成・評価～

私（教員）のデータ

①グラフ作成および数値処理課題（１００点）【実習不参加・不同意】

②記述による考察レポート課題（５０点）

・棒グラフ（３種混合）

・折れ線グラフ(近似線)

・円グラフ

・散布図

・相関係数の計算

・睡眠不足度の計算

・睡眠考察

アプリ画面の
スクリーンショット

・各睡眠指標
・消費カロリー
・血中酸素レベル
・歩数



観点 A 十分満足できる B やや努力が必要である C かなり努力が必要である

分析 実習の目的や専門用語をきち
んと理解しており，データを正
確に分析できる。

実習の目的や専門用語をおお
むね理解しており、データの分
析に一部誤りや不十分な点は
あるが、おおよその傾向は把握
できている。考察にはやや説得
力を欠く部分があるが、努力は
見られる。

実習の目的や専門用語の理解
が不十分であり、データの分析
に誤りが多く、正確性や妥当性
に欠ける。考察も根拠が弱く、
実習の成果としては不十分で
ある。

課題と改善 自分なりの視点をもって課題を
考察し、解決までのプロセスを
具体的に明示することができる。
課題設定が的確であり、解決
策も現実的かつ説得力がある。

一般的な視点から課題を捉え
ようとしており、解決策の方向
性は示されているが、課題設定
またはプロセスにやや曖昧な
部分がある。具体性や実現可
能性に一部欠ける点がある。

課題の発見が不十分で、表面
的な記述にとどまっている。

解決策も具体性に乏しく、プロ
セスが明確に示されていない、
あるいは現実味に欠ける。

表現・文字の
正確さ

語句の使い方や文法が正確で、
誤字脱字がなく、論理的で読み
やすい文章になっている。専門
用語も適切に使われており、表
現に一貫性と明確さがある。

一部に語句の誤用や誤字・文
法のミスが見られるが、全体と
して意味は通じる。文章の構成
や表現にやや曖昧な点がある
が、読み手に伝わる内容となっ
ている。

誤字脱字や文法ミスが多く、文
章の意味が不明確な部分が目
立つ。語句の選び方や表現に
不適切な点があり、伝えたい内
容が正確に伝わらない。

➢ 実習 ～レポート作成・評価～



➢ おわりに ～レポート課題見えたこと【分析編】～



➢ おわりに ～レポート課題から見えたこと【分析編】～

「睡眠」と「時間」
• 睡眠時間が6時間程度の回答が多く見られ、特に「遅い時間に寝る」ことが問題視されている。
• 睡眠の質や深い眠りが十分ではないとの指摘も多く、覚醒や浅い眠りの回数に言及する内容もある。

「遅い」
• 夜遅く寝ることが睡眠の質に悪影響を与え、日中の集中力や体調に影響を及ぼしていることがわかる。
• 休日に長時間寝てしまうことで平日のリズムが乱れることも指摘している。

「スマホ」
• 就寝前にスマホを使用する習慣が、睡眠の質を低下させる主要な要因とされている。

• スマホ使用を控えることで睡眠が改善したという具体例も挙げられている。

要因カテゴリ 具体的な例 出現頻度

生活習慣 スマホ使用、夜更かし 高い

環境要因 騒音、光、室温 中程度

心理的要因 ストレス、不安感、考え事 高い

身体的要因 疲労感、健康問題 中程度

睡眠不足の要因別の傾向と分析



➢ おわりに ～レポート課題から見えたこと【改善編】～



➢ おわりに ～レポート課題から見えたこと【改善編】～

改善案 具体的な例 出現頻度

睡眠時間の確保 早く寝る習慣や十分な睡眠時間の確保 59件

電子機器制限 スマホや電子機器を控えることが睡眠の質向上の重要な手
段

39件

生活リズム 平日と休日で一貫したスケジュールを持つことを推奨 25件

運動 適度な運動を提案
特にリラックスや睡眠の質向上のために重要

12件

睡眠環境改善 環境要因（部屋の明かり、お風呂で体を温めるなど） 11件

ストレス対策 ストレス解消が睡眠改善に有効 4件



➢ おわりに ～レポート課題から見えたこと【感想編】～

・1週間くらい自分の睡眠を測ってみて、だいたい同じくらいの時間に寝れ

ていて、8時間くらいは平均的に寝られていたので安心した。

・自分自身の平均睡眠は6時間半で、高校生の平均睡眠の8時間には届か

なかったが、睡眠スコアは高かった。

・平日はしっかり睡眠時間が取れていたが、休日は寝るのが遅くなってし

まっていた。起床時間を揃えるようにしたい。

・睡眠不足度は0で良い睡眠をしているが、睡眠の質には改善の余地があ

ると感じた。



➢ おわりに ～レポート課題から見えたこと【感想編】～

・覚醒の回数が多いことから、睡眠の質が良くないと考えた。規則正しい生

活を心がけたい。

・眠りが浅く、疲れが取れない。睡眠中に何度か覚醒していることがわかっ

た。脳がしっかりと休めていないように感じた。

・睡眠時間は基本7時間半程と8時間よりは若干少ないが、睡眠スコアは

「良い」か「非常に良い」が多く、質の高い睡眠が取れていると感じた。

・データを見ることで、普段の睡眠の質を意識できるようになり、今後も続

けていきたいと思った。



➢ おわりに ～実習から見えたこと～

・ウェアラブル端末未経験の生徒が多く実習に積極的だった。

・使用するデータが個々人で異なり、それらに応じた考察が必要ということ

で課題で協働活動が見られた。

・学力や普段のモチベーションが低い層も自分に関するデータを扱うことな

ると興味・関心をもって取り組んでいた。



➢ おわりに ～実践論文まで見据えた今後の展望～

実習（前半）

専門家による講演会

前半データ分析＆改善案

実習（後半）

後半データ分析＆レポート作成

生徒活動 睡眠予想

知識の習得
情報収集

データ処理
改善案や仮説

データ収集
体感記録

改善活動
データ取集
体感記録

データ処理
検証
考察

睡眠指標

活動指標
(カロリーや歩数)

体感
(寝起きや寝つき
・疲れ・気分)

レポート作成はテーマを自分で設定可

事前アンケート
（ヘルスケア・ウェアラブル端末などの
関心や有効性・基礎知識など）

事後アンケートを取り効果を検証



➢ おまけ～全高情研千葉大会プレイベント東大＆産総研＠柏の葉見学ツアー

大会実行委員の方々
企画していただきありがとうございました。

↑産総研のウェアラブル端末を用いてヘルスケアを研究を紹介→

その時の感情を９種類のアイコンから選択→

体感を テキストプルダウン＜顔アイコン で選択



ウェアラブル端末【導入】

（実習参加者用）



スマートフォンにアプリを入れてください

Andoroid       iphone

アプリ登録 Mi Fitness



メールアドレス

csで始まる個人番号@gs.seito-fku.ed.jp

パスワード

Chromebookのパスワード推奨

※登録後の完了メールがChromebookのGメールに届く

クラスルーム右上のメニューからGmailへ

アカウント作成 Mi Fitness



Smartbandを充電ケーブルで Chromebookの
USBTypeAに挿すと起動する

充電率の画面をスワイプする

言語は日本語

表示されるデバイス一覧の 中から自分
の番号を探す （例）０５E1

デバイスの追加 Mi Fitness



アプリ通知は必ずオフにしてください

今回は健康データ収集のみです

デバイスの設定 Mi Fitness



実習のお約束

・実習は約２週間で睡眠データの収集を目的とします。

・アプリ通知はオンにしないでください

・今回は睡眠データの収集なので夜寝る際に装着して寝れれば、他の時間

帯は着けなくても大丈夫です。

・学校にいる間はスマホの電源はオフです。

学校終わりにスマホの電源を入れてアプリを起動するとデータが転送さ

れます

・体育の時間や考査（模試）時は外してください。

・ルールを守れなかった場合は実習を中止してもらいます。



ウェアラブル端末【返却】

（実習参加者用）



アプリ上で睡眠データが 同
期されているかの確認をする

デバイスの同期確認



メニュー＞システム＞リセット

出荷時状態に状態のQRコードが 表示さ
れた戻す

デバイスの同期解除



ウェットシートでベルトや スマートバンド表・
裏面を 綺麗にしてください。

次の方がまた使用します。

デバイスの清掃



・スマートバンド本体（ベルト付）

・充電ケーブル

・取り扱い説明書

箱に戻す



このようなデータが蓄積されます



➢ 実習参加者課題レポート課題

課題①（５０点）Googleスプレッドシートへのデータ入力およびグラフ作成

課題②（１００点）

Googleフォームでの睡眠に関する小テスト、および自分の睡眠に関する記述式のレポート

課題番号 内容 配点

１.データ入力 入眠・起床時刻・スコア・睡眠種類ごとの時間などのデータ入力 10点

２.棒グラフ作成 毎日の睡眠時間を棒グラフに出力 10点

３.折れ線グラフ作成 毎日の睡眠スコアを折れ線棒グラフに出力 10点

４.円グラフ作成 ある日の浅い・深い・レム睡眠を円グラフで出力 10点

５.睡眠不足度の計算 全日の睡眠時間平均を元に平日各日付との差分を出し、それらの合計を睡
眠不足度として計算

10点



➢ 実習不参加者レポート課題
課題①（１００点）Googleスプレッドシートへのサンプルデータ入力およびグラフ作成

課題番号 内容 配点

１.データ入力A 入眠・起床時刻・スコア・睡眠種類ごとの時間などのデータ入力 10点

２.棒グラフ作成 毎日の睡眠時間を棒グラフに出力 10点

３.折れ線グラフ作成 毎日の睡眠スコアを折れ線棒グラフに出力 10点

４.円グラフ作成 ある日の浅い・深い・レム睡眠を円グラフで出力 10点

５.睡眠不足度の計算 全日の睡眠時間平均を元に平日各日付との差分を出し、それらの合計を睡
眠不足度として計算

10点

６.データ入力B カロリー・血中酸素濃度・歩数・距離などのデータ入力 10点

７.棒グラフ作成(応用) 血中酸素(最高)(最低)(平均)の３系統データを日ごとに棒グラフに出力 10点

８.折れ線グラフ作成(応用) 日ごとの歩数と距離を一定条件で並べ替えて折れ線グラフに出力し近似直
線を付加

10点

９.散布図作成 カロリーと歩数に関する散布図を作成 10点

１０.相関関係を調べる カロリーと歩数に関する分散・標準偏差・相関係数を求め相関関係について
考察する

10点

課題②（５０点）

Googleフォームでの睡眠に関する小テスト、およびサンプルデータの睡眠に関する記述式のレポート



➢ 記述式レポートルーブリック評価表
観点 A 十分満足できる B やや努力が必要である C かなり努力が必要である

分析 実習の目的や専門用語をきち
んと理解しており，データを正
確に分析できる。

実習の目的や専門用語をおお
むね理解しており、データの分
析に一部誤りや不十分な点は
あるが、おおよその傾向は把握
できている。考察にはやや説得
力を欠く部分があるが、努力は
見られる。

実習の目的や専門用語の理解
が不十分であり、データの分析
に誤りが多く、正確性や妥当性
に欠ける。考察も根拠が弱く、
実習の成果としては不十分で
ある。

課題と改善 自分なりの視点をもって課題を
考察し、解決までのプロセスを
具体的に明示することができる。
課題設定が的確であり、解決
策も現実的かつ説得力がある。

一般的な視点から課題を捉え
ようとしており、解決策の方向
性は示されているが、課題設定
またはプロセスにやや曖昧な
部分がある。具体性や実現可
能性に一部欠ける点がある。

課題の発見が不十分で、表面
的な記述にとどまっている。

解決策も具体性に乏しく、プロ
セスが明確に示されていない、
あるいは現実味に欠ける。

表現・文字の
正確さ

語句の使い方や文法が正確で、
誤字脱字がなく、論理的で読み
やすい文章になっている。専門
用語も適切に使われており、表
現に一貫性と明確さがある。

一部に語句の誤用や誤字・文
法のミスが見られるが、全体と
して意味は通じる。文章の構成
や表現にやや曖昧な点がある
が、読み手に伝わる内容となっ
ている。

誤字脱字や文法ミスが多く、文
章の意味が不明確な部分が目
立つ。語句の選び方や表現に
不適切な点があり、伝えたい内
容が正確に伝わらない。
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